
令和３年度農山漁村６次産業化対策事業のうち
持続可能な循環資源活用総合対策事業
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೵Ҳལؽ■
ˠ੼࣊岉ྫ࿪̑೧ౕ事業岅層属岀の௧Յ・รߍ՗ॶ

彂 サイト ୉෾ྪ ஦෾ྪ ೵֕གྷؽ
孴 マッチングサイト ೵ؽ௪ڠ 事業者ログイン ・マッチングサイトへの事業者޴屫ログインؽ೵屆

・管理者岢岤௪எ屯岦屹完宇ʙ宓定宇岬࢘屽岀ログイン屳岥屆
孵 利用団体޴屫ログイン ・マッチングサイトへの利用団体（ࢢ岃岜ৱಌ౵）޴屫ログインؽ೵屆

・管理者岢岤௪எ屯岦屹完宇ʙ宓定宇岬࢘屽岀ログイン屳岥屆
孶 ੫ద峀ンテン峑峧ー峅 ・マッチングサイトの֦झ੫ద峀ンテン峑の峧ー峅屆
孷 マ峘峲岯峸 ・マ峘峲岯峸岬宓宇安岁නࣖ屳岥屆
學 事業者޴屫ؽ೵ 寄付品の৿و登࿧ ・寄付品の৿و登࿧岬ߨ屠屆

ɻˠঐ品マスタ岢岤居岷ート峀ン峤リートࡩݗ居೘ྙ岁き岥屆
・Ҳལࣞܙ岁のҲׇ೘ྙ๏ࣞ岂屳岥屆
・内容֮ఈ࣎岅管理者へ峮ー峸ૻ৶屳岥屆

孹 寄付品の৆ࡋ৚報 ・寄付品のলճ居ߍ৿岬ߨ屠屆
・寄付品の引き渡しསྼ岬නࣖ屳岥屆

孺 寄付品のࡩݗҲལ ・登࿧ࡃの寄付品のҲལනࣖ岬ߨ屠（֦झড়݇岅岢岥ߞ岤ࠒ岙Ն）屆
孻 ঐ品マスタ ・寄付品岅岢屩利用屳岥ঐ品マスタの登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆
孼 利用団体޴屫ؽ೵ マッチングイベントҲལ ・マッチングイベント岬Ҳལනࣖ屳岥（֦झড়݇岅岢岥ߞ岤ࠒ岙Ն）屆
孴孳 寄付品のҲལ ・મ୔ࡃマッチングイベント岁提供屯岦岀属岥寄付品のҲལනࣖ岬ߨ屠（֦झড়݇岅岢岥ߞ岤ࠒ岙Ն）屆

ɻˠઅఈ屯岦屹利用団体グ峸ー峤岅Ԣ屲岀居Ԁལ৚報岬ࠒߞ屳岥屆
・Ҳལ৏岁寄付品ຘ岅س๮਼の೘ྙ岬ߨ屠屆岘屹利用໪ద（テ岺スト）の೘ྙ岜Ն೵岂屳岥屆
・管理者ଈ岁提供༩ఈ਼屦֮ఈ屯岦屹後岉居س๮਼のรߍ岉෈Ն岂岄岥屆

孴孴 寄付品の৚報লճ ・寄付品の৆ࡋ৚報岬නࣖ屳岥屆
孴孵 寄付品の引ख岤登࿧ 岅引ख屽屹寄付品の৚報（֦引きख岤਼居利用໪ద）岬登࿧屳岥屆ࡏࣰ・

・提供༩ఈ਼の਼ྖ屦ॵغනࣖ屯岦岀属岥屆
・༩岛岀利用໪ద屦登࿧屯岦岀属岥場߻岉ॵغනࣖ（ߍ৿Ն೵）屳岥屆

孴孶 管理者サイト ௪ڠ ログイン・ログ岯岳ト ・管理者サイトへのログインʙログ岯岳ト岬ߨ屠屆
孴孷 管理者岯カ岳ント登࿧・รߍ ・管理者岯カ岳ントの登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆
孴學 マ峘峲岯峸 ・マ峘峲岯峸岬宓宇安岁නࣖ屳岥屆
孴孹 屷のଠマスタ 岵リ岯マスタ ・フードマッチングの岵リ岯の登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆
孴孺 ঐ品マスタ ・寄付品岅岢屩利用屳岥ঐ品マスタの登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆
孴孻 寄付品マスタ管理 寄付品カテゴリ୉෾ྪ ・寄付品のカテゴリ୉෾ྪの登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆
孴孼 寄付品カテゴリ஦෾ྪ ・寄付品のカテゴリ୉෾ྪ岅ට屿屩஦෾ྪの登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆
孵孳 事業者管理 事業者৚報の৿و登࿧ ・事業者৚報の৿و登࿧岬ߨ屠屆

・事業者の岯カ岳ント৚報の登࿧岬ߨ屠屆
孵孴 事業者৚報のࡩݗ・Ҳལනࣖ ・登࿧屯岦岀属岥事業者৚報のҲལ岬නࣖ屳岥屆
孵孵 事業者৚報の登࿧内容֮೟・รߍ ・事業者৚報のলճ居登࿧内容のߍ৿岬ߨ屠屆
孵孶 利用団体管理 利用団体グ峸ー峤マスタ ・利用団体グ峸ー峤の登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆
孵孷 利用者৚報の৿و登࿧ ・利用団体৚報の৿و登࿧岬ߨ屠屆

ɻˠઅఈ࣎居グ峸ー峤ࢨఈՆ೵岅屳岥屆
・利用団体の岯カ岳ント৚報の登࿧岬ߨ屠屆

孵學 利用者৚報のࡩݗ・Ҳལනࣖ ・登࿧屯岦岀属岥利用団体৚報のҲལ岬නࣖ屳岥屆
孵孹 利用者৚報の登࿧内容֮೟・รߍ ・利用団体৚報のলճ居登࿧内容のߍ৿岬ߨ屠屆

ɻˠઅఈ࣎居グ峸ー峤ࢨఈՆ೵岅屳岥屆
孵孺 寄付品管理 寄付品の৿و登࿧ ・寄付品৚報の৿و登࿧岬ߨ屠屆

ɻˠঐ品マスタ岢岤居岷ート峀ン峤リートࡩݗ居೘ྙ岁き岥屆
・岵リ岯ຘ提供事業者ຘ岅Ҳལࣞܙ岁のҲׇ೘ྙ๏ࣞ岂屳岥屆
・内容֮ఈ࣎岅管理者へ峮ー峸ૻ৶屳岥屆

孵孻 寄付品のࡩݗҲལ ・登࿧屯岦岀属岥寄付品৚報のҲལ岬නࣖ屳岥（֦झড়݇岅岢岥ߞ岤ࠒ岙Ն）屆
孵孼 寄付品の登࿧内容の֮೟・รߍ ・寄付品৚報のলճ居登࿧内容のߍ৿岬ߨ屠屆
孶孳 寄付品の引き渡しསྼ ・寄付品の引き渡しསྼ岬නࣖ屳岥屆
孶孴 ण྘ॽ ・೴೘日（安宵宲宰宗宲）岁寄付品岬ࡩݗし居ण྘ॽீධの峧ー峅岬宋宗宐宏岁ࡠ੔屆峣島岳峃のһؽࡰ೵岁

һࡰ岘屹岉宓宇安ฯଚ岁き岥屆
孶孵 イベント管理 イベントの৿و登࿧ ・マッチングイベントの৿و登࿧岬ߨ屠屆

ɻˠઅఈ࣎居グ峸ー峤ࢨఈՆ೵岅屳岥屆
・内容登࿧࣎岅利用団体へ峮ー峸ૻ৶屳岥屆

孶孶 イベントのࡩݗ・Ҳལනࣖ ・登࿧屯岦岀属岥マッチングイベント৚報のҲལ岬නࣖ屳岥（֦झড়݇岅岢岥ߞ岤ࠒ岙Ն）屆
孶孷 イベントの登࿧内容の֮೟・รߍ ・マッチングイベント৚報のলճ居登࿧内容のߍ৿岬ߨ屠屆

ɻˠઅఈ࣎居グ峸ー峤ࢨఈՆ೵岅屳岥屆
・内容ߍ৿࣎岅利用団体へ峮ー峸ૻ৶屳岥屆

孶學 イベント寄付品અఈ ・マッチングイベント岁ख岤ѽ屠寄付品岬અఈ屳岥屆
孶孹 イベント寄付品岷ー峍ーҲལ ・利用団体履岣の岷ー峍ーリストのলճ岬ߨ屠屆

・利用団体履岣のس๮਼の৚報岬提供༩ఈ਼岂し岀ߍ৿岁き岥屆
・提供༩ఈ਼֮ఈ࣎居利用団体へ峮ー峸ૻ৶屳岥屆

孶孺 イベント寄付品พ岷ー峍ーฦॄ ・寄付品พの岷ー峍ーฦॄժ໚岬නࣖし岀居෵਼団体の提供༩ఈ਼岬Ҳׇ登࿧Ն೵岅屳岥屆
岬නࣖ屳岥屆（ʷ提供༩ఈ਼਼ݺ࢔）਼࢔岂居提供Ն೵岄ܯ߻๮਼のس・
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

事઴登࿧ ・事業者৚報岬
  登࿧屳岥

・利用団体৚報岬
  登࿧屳岥

ˠචགྷ岅Ԣ屲岀グ峸ー峤岬
ɻ登࿧屳岥

寄付品の登࿧ ・寄付品登࿧履岣
  ޮ開岘岁

ˠචགྷ岅Ԣ屲岀
ɻঐ品マスタ岬登࿧屳岥

ˠචགྷ岅Ԣ屲岀
ɻঐ品マスタ岬登࿧屳岥

֦झॽ໚の確認岂
取りި岩し(提ड़孬

受྘ॽྪを岜岂に、
屠ߨ登録をंۂࣆ

情報のंۂࣆ
新و登録

ཤ༽確認、ٶ岍
登録಼༲の確認・
更新

け޴ंۂࣆ
峺グイン

֦झॽ໚の確認岂
取りި岩し（提ड़）

受྘ॽྪを岜岂に、
ভඇ団体登録をߨ屠

ཤ༽団体情報の
新و登録

ཤ༽確認、ٶ岍
登録಼༲の確認・
更新

ཤ༽団体޴け
峺グイン

登録׮྅の࿊ཙ
（完宇孲宓定宇を௪எ）

登録׮྅の࿊ཙ
（完宇孲宓定宇を௪எ）

寄付品情報の登録 寄付品の登録

寄付品情報の
確認

寄付品の一覧

寄付品情報の照会

寄付品情報の登録 寄付品の登録

寄付品情報の照会

寄付品情報の確認 寄付品の検索一覧

寄付品情報の照会

寄付品情報の登録

受྘ॽの൅ߨ
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

事઴岷ー峍ー ・提供س๮の
  岷ー峍ー岬屳岥

๮਼岬岜岂岅س・
  提供༩ఈ਼岬
  ֮ఈ屳岥

提供屯岦岀いる
商品を確認屳る

引き渡し一覧

寄付品情報の照会

希望商品を
岷ー峍ー屳る

寄付品の一覧
（希望਼೘ྙ）

寄付品の一覧
（確ఈ登録）

マッチングイベントの
登録

引き渡し
情報登録

引き渡し
寄付品ට屿け

寄付品の一覧

提供༩ఈ਼を
確ఈ屳る

引き渡し一覧

寄付品一覧

岷ー峍ー一覧
（提供༩ఈ਼の

確ఈ）
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

イベント当日 ・寄付品の引き渡し

イベント開催後 ・提供事業者への報告

・寄付品のセンター間
  移動

寄付品の
引き渡し結果の確

センターへ受け
取りにいく

提供品の受け取り

引き渡し準備
お手伝い

引き渡しのお手伝い

センターへ移動し、
引き渡し準備

引き渡し商品の
追加・変更

マッチングイベント
選択

希望商品一覧
(商品追加・削除）
（在庫更新）

提供品の引き渡し 提供商品一覧

引き取り登録

提供商品一覧引き渡し結果の確認

郵送団体の引き渡
し分を取り分ける

寄付品の一覧

寄付品情報の照会

寄付品の
センター間移動

寄付品の検索一覧

寄付品情報の
照会・更新
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マッチングシステム実証実験

Ⅴ



ᶛ．マッチングシステム実ূ実ݧ 

㸯．ᐇドᐇ㦂┠ⓗ

２．ᐇ᪋᪉ἲ

３．フードバンクマッチングシステムᐇドᐇ㦂協ຊᅋయ

AGAIN 
NPO

NPO
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マッチングシステム実ূ実ݧใࠂ 

ࠚ�࠙ ᅋయのάື≧ἣ 

㸯．ᅋయྡ

２．ᅋయఫᡤ

３．フードバンクάືᖺᩘ

㸲．ྲྀᢅ࠸ရ┠㸦ᖖ ࠊ෭෾ࠊ෭ⶶࡑࠊの௚㸧

� ���� � � �
㸳．㣗ရྲྀᢅ㔞

���W ����� � 
㸴．㓄㏦ᡭẁ

㸵．ࡑの௚≉ᚩⓗࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

㸶．協ຊ௻ᴗ

【㻞】  実ド実㦂䠄実᪋᪥䚸実᪋ᩘ㔞➼䠅 

㸯．ᐇドᐇ㦂の期㛫

２．対㇟ࡋ࡜たၟရᩘ㸦ၟရྡ㸧

３．対㇟ࡋ࡜た஦ᴗ⪅㸦ᥦ౪⪅㸧ᩘ
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㸲．対㇟ࡋ࡜た฼⏝ᅋయᩘ

  

【3】  マッチングシステムの使用実感 

㸯．ᐤ௜ရ㸦஦ᴗ⪅㸧Ⓩ㘓࡛ឤࡌた࡜ࡇ

２．⟶⌮⪅㸦フードバンクഃ㸧の᧯స࡛ឤࡌた࡜ࡇ

３．฼⏝⪅のⓏ㘓࡛ឤࡌた࡜ࡇ

㸲．システム඲⯡にឤࡌた࡜ࡇ

㸳．ཷ㡿ドⓎ⾜ᶵ⬟に࡚࠸ࡘឤࡌた࡜ࡇ

㸴．࣓ーࣝ㏦ಙᶵ⬟に࡚࠸ࡘឤࡌた࡜ࡇ

㸵�本システムࢆ฼⏝ࡋた࡜࠸ᛮࡲ࠸すか㸦ࡵ࡜ࡲ㸧
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マッチングシステム実ূ実ݧใࠂ 

報࿌団体：フードバンクかながわ

ࠚ�࠙ ᅋయࡢάື≧ἣ 

㸯．ᅋయྡ

බ┈♫団ἲ人フードバンクかながわ

㸰．ᅋయఫᡤ

ࠛ�������� ᶓ὾ᕷ金ἑ༊ᐩᒸᮾ ������ 
㸱．ࣇーࢡࣥࣂࢻάືᖺᩘ

� 年

４．ྲྀᢅいရ┠（ᖖ ࠊ෭෾ࠊ෭ⶶࡢࡑࠊ௚）

・ᖖ 品（主食・๪食・Ⳬ子・Ⴔዲ品）

５．㣗ရྲྀᢅ㔞

1���2W�2020 年度実⦼� 

６．㓄送ᡭẁ

・� 割程度は௻業に⣡品してもらい、利用団体に取りに来てもらう。 

・2 割程度はフードバンクかながわが୰⥅ᣐⅬ（生༠配送ࢭンターの � かᡤ）に運ᦙする。

ࡳ⤌ࡾྲྀ࡞௚≉ᚩⓗࡢࡑ．７

・生༠（ࣘーコーࣉ、パルシステム⚄ዉᕝ、生άクラࣈ⚄ዉᕝ）をẕ体とした団体。

・఍ဨ➼からの寄付金は ���� 年度だけで ���� 万円を㉸える。

・⡿が不㊊するときは㈨金で㉎入して配付することもある。

・┴内ྛᡤ、ྛ௻業にフードドライࣈを設⨨して、個人ᑡ量の寄付品も受け付けている。

・┴内 �� ᕷ � ⏫の行政と㐃ᦠし、♫༠とも㐃ᦠしながら生άᅔ❓者࡬の配付ルートを☜ಖ。

・���� 年 � ᭶より෭෾品の取りᢅいができるように、インフラᩚഛを㐍めている。

㸶．༠ຊ௻ᴗ

�ᰴ�味の⣲コ࣑ࣗࢣࢽーションࢬ、（ᰴ）᪥ᮏアクࢭス、�ᰴ�࣑ࣁࢶシ、生ά༠同組合ࣘーコーࣉ、ᮾ

ᛴᘓ設ओᢏ⾡◊✲ᡤ、ฝ∧༳ๅओ、᪥ᮏ生ά༠同組合㐃合఍、୕⳻食品�ᰴ�、マルࢽࣁチࣟ�ᰴ�、ᶓ὾

㨶㢮�ᰴ�、�ᰴ�㹃フ࢓クトリー、加⸨⏘業�ᰴ�、࿴⢯、国分㤳㒔ᅪ�ᰴ�、㹈㸿ඹ῭㐃⚄ዉᕝ、᳃下記ᛕ

⑓㝔、�ᰴ�ᒣᫍᒇ、コ࢝・コーラボトラーࢪࢬャパン�ᰴ�、�ᰴ�ࢲイイチ、フードバンクᶓ὾、フード

バンクᇸ⋢、ᶓ὾⥲合⑓㝔、࢝ࢭンドリーグ⚄ዉᕝ、ⱴࣨᓮᕷ、㏸子ᕷ♫఍⚟♴༠㆟఍、フードバンク

かわさき、⚄ዉᕝ┴㎰業༠同組合㐃合఍、⚄ዉᕝ┴ປാ者ඹ῭生ά༠同組合、�ᰴ�インドアメリ࢝ン㈠

᫆商఍、アࢠࢶओ、-3 ປാ組合༡関ᮾ㍺送支㒊ᕝᓮ、᪥❧࢜ートࣔテࣈ࢕システムࢬປാ組合、�ᰴ�

ᰴ�໭⯓〇㯝、生άクラ�ᰴ�、♫఍⚟♴ἲ人いきいき⚟♴఍、�ᮾிᾏ上᪥ືⅆ⅏ಖ㝤、ࢬチࣞイフーࢽ

、�ᰴ�イ同࿴ᦆᐖಖ㝤ࢭッࢽᰴ�㙊಴⣚㇂、あいおい�ᰴ�ி୕〇作ᡤ、�事業㐃合生ά༠同組合㐃合఍、ࣈ

㹆㹟㹫㹣㹣�ᰴ�、さがみ㎰業༠同組合、生ά༠同組合パルシステム⚄ዉᕝ、㹈㹄㹃≀ὶி὾�ᰴ�、බ┈

㈈団ἲ人⚄ዉᕝ┴ᕷ⏫ᮧ᣺⯆༠఍、�ᰴ�᪂᪥ᮏᾏὒ♫、༠࿴合金�ᰴ�、�ᰴ�イࢽシャルベイ、一⚄商事

�ᰴ�、୕ᮏ⌆⍄�ᰴ�、ᑠ⏣ཎ࢞ス�ᰴ�、⚄ዉᕝ┴㎰業༠同組合୰ኸ఍、さとの㞷食品�ᰴ�、୕⳻㹓㹄㹈
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信ク㖟行（ᰴ）、リボン・コ࣑ࣗࢣࢽーションࢬ�ᰴ�、ᶓ὾ὶ㏻�᭷�、᪥᪂⏘業、Ỉ⏘◊✲・ᩍ⫱機ᵓ୰

ኸỈ⏘◊✲ᡤ、ᮾி電力ປാ組合⚄ዉᕝᆅ༊ᮏ㒊ᶓ὾ⅆ力支㒊、ओフードࢣア、ᮾⰪᶓ὾事業ᡤ、アド

ソル᪥㐍ओ、ओ᪥ᮏࣟックࢧーࣅス、かながわᆅᇦάືホーム ほのࡰの、⚄ዉᕝ┴♫఍⚟♴༠㆟఍、

、シࢲዉᕝ、ᐩኈ電機ओᕝᓮ工場、ओクラ⚄ࣅーओ、ओテࣞࢪࣟࣀイス᪥ᮏओ、㹌㹒㹒アドバンステクࢼ

全国㎰業༠同組合㐃合఍、ओ๰ᅵ♫、ओイトーࣚー࢝堂、イ࢜ンリテールओ༡関ᮾ࢝ンパࢽー金ἑ༊内

� ᗑ、ओ୸஭スࢬキ、デルタ⯟✵、᪥ᮏ食◊ホールデ࢕ングスओ、ओࢶクイ、合同఍♫ UDNXVRX、᪥ᮏ

㎰⏘工業ओ、ओアࣞフ、ओメリーチョコࣞート࢝ムパࢽー、ΎỈᘓ設ओᶓ὾支ᗑ、開成⏫ᩍ⫱ጤဨ఍、

ᶓ὾ᕷᩍ⫱ጤဨ఍、ओ㹈㹔㹁ࢣン࢘ッド、ࣁマ෭機工業ओ、ओᑠᕝ組、トࣚタメトࣟࢪックओ、全国♫

఍⚟♴༠㆟఍、大象ࢪャパンओ、ओᗈ◊、（一♫）᪥ᮏ㠀ᖖ食᥎㐍機ᵓ、フ࢛ルム㙊಴ᖖ┙管理組合、

スタンࣞー電気ປാ組合、⏑利㤶㎞食品ओ、ओ大Ᏻ、㹓㸿ࢮンࢭン、ࣆーシーデポࣘ࢜ࢽン、いす࢐࢚

ンࢽࢪアリングओ、࢜ーベル㙊಴᳜ᮌ管理組合、ओテクࣀメデ࢝࢕、༠同ங業ओ、全᪥ᮏ⮬἞団体ປാ

組合⚄ዉᕝ┴ᮏ㒊、ᐩኈフイルム生ά༠同組合、アクࢭンチࣗアओ、௰⏫ྎパークࣄルࢬ・マンション

⮬἞఍、アイパックओ、ओࣚーク、ⴥᒣ⏫、フࣟンテ࢕ア≀⏘ओ、ఀ⸨ࣁムओ、ࢧト࢘食品ओ、༡㙊಴

⮬἞఍、᫂἞大Ꮫ、᐀ᩍἲ人Ꮥ㐨ᒣᮏ௖Ẋ、❧ᩍᏛ㝔、ओዟᮧ組ᮾ᪥ᮏ支♫、ओ᪥❧〇作ᡤ、ᖹ࿴食品

工業ओ、᪥ᮏ㉥༑Ꮠ♫⚄ዉᕝ┴支㒊、ओリࣗ࢘࢝ンパࢽー、ᮾⰪ࢚ネルࢠーシステムࢬओ、ᶓ὾ᕷ信用

ಖ証༠఍、⟽᰿登ᒣ㕲㐨ओ、๰౯Ꮫ఍、᪂₲┴フードバンク㐃⤡༠㆟఍、ओ内⏣ὒ行、ओ୕㉺ఀໃ୹、

┦㕲ホールデ࢕ングスओ、㹈㹄㹃ࣉラント࢚ンࢪປാ組合ி὾支㒊、ओࢧンࣉラネット、さࡊなみ団ᆅ

➨一ఫᏯ⮬἞఍、औ᳃定商ᗑ、┴❧金ἑ⥲合高➼Ꮫᰯ、ओリࣀーマル、ओᮾ㑥〇作ᡤ、ओᶓ὾㺚㺎㺙㺐㺢㺼㺵

㺐㺻、ओఀ⸨ᅬ᪂ᶓ὾支ᗑ、ओ㺜㺪㺼㺻	㺏㺐㺃㺪㺎㺢㺼㺚㺛㺡㺯㺛㺼、ᐩኈ㏻コワーコओ、㹄㹁㹌㹒ओ、キッコーマン食品

ओ、㹌㹒㹒ᮾ᪥ᮏओ、㹌㹒㹒࢚ࣞクトࣟࢽクスओ、アࢽメイトओ、ओシ࢕ーࣉランࢽング、味の⣲࢚ン

ム、Ꮫᰯἲ人⥲持࢚・ࢗओ࢚ム・ト、࢜ࢭ࢕アリングओ、⚄ዉᕝトࣚタ商事ओ、୰ᰤ信金、ओメデࢽࢪ

ᑎᏛᅬ㭯ぢ大Ꮫ、ࣉリマࣁムओ、TOTOओⱴࣨᓮ工場、ᳺୣࢣ⏫内఍、ओ᪥ห工業ࢧーࣅスࢭンター、ओ

シルバコ・ࢪャパン

䛆㻞䛇  ᐇドᐇ㦂䠄ᐇ᪋᪥䚸ᐇ᪋ᩘ㔞➼䠅 

䠍䠊ᐇドᐇ㦂䛾ᮇ㛫

2021 年 12 ᭶下᪪ 

䠎䠊ᑐ㇟䛸䛧䛯ၟရᩘ䠄ၟရྡ䠅

画面の入力操作でのヨ験 

䠏䠊ᑐ㇟䛸䛧䛯஦ᴗ⪅䠄ᥦ౪⪅䠅ᩘ

画面の入力操作でヨ験 

䠐䠊ᑐ㇟䛸䛧䛯฼⏝ᅋయᩘ

画面の入力操作でのヨ験 
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䛆㻟䛇  䝬䝑䝏䞁䜾䝅䝇䝔䝮䛾౑⏝ᐇឤ 

䠍䠊ᐤ௜ရ䠄஦ᴗ⪅䠅Ⓩ㘓䛷ឤ䛨䛯䛣䛸

・-$N コードを入力する場ᡤが欲しかった。商品名や⟽が㠀ᖖにఝていても、わずかな分量やᐜჾの

Ⰽの㐪いなどで -$N コードが㐪う。「T シャࢶ」というアイテム管理と、「T シャࢶ ዪᛶ 6 イࢧ

という「ࢬ 6K8（᭱ᑠ㆑ู単位）とでは、಴ᗜ管理の⢭度がだいࡪ㐪ってくる。 

・௻業からは -$N コード入りのデータを E[FHO または &69 データでもらっている。そのフ࢛ーマット

にᚑったマッチングシステムだとྍ能ᛶはᗈがる。 

・フードバンクかながわでは、-$N コードが付ᖏされていない大ཱྀ商品（㜵⅏ഛ⵳品に多い）につい

ては、⊂⮬のバーコードを付୚。個人寄付のわずかな商品は、-$N コードもバーコードもなしでや

っている。コードありの管理が全体の⣙ 7 割ᙉ。コードなしで管理しているのは全体の㸰割ᙉ。 

・45 コード、バーコードㄞみ取り機と㐃ᦠするシステムがあるとᎰしい。

䠎䠊⟶⌮⪅䠄䝣䞊䝗䝞䞁䜽ഃ䠅䛾᧯స䛷ឤ䛨䛯䛣䛸

・事業者が᭱⤊の引き渡し状ἣまでトࣞースできるのは良いと思った。 

・受領証がみられるのも良いと感じた。 

・現ᅾᖒ⚊㢮は「㸳年ಖ管」としているので、このマッチングシステムから引渡し情報を E[FHO に࢚

クスポートできるシステムがあれば、データとしてಖ管がしやすい。௻業も引渡し情報のデータを 

ồめてくることが多い。 

・現ᅾ、フードバンクかながわでは、事業者とフードバンクかながわの間のやりとりは「⣬ベース」

でやっているので、この局面だけでもマッチングシステムを利用できたらよいと感じた。 

・事業者とのやりとりでは、現ᅾメールが多い。㐃⤡ㄪᩚ⚊も多い。≀ὶのㄪᩚが大ኚになってきて

いる。大手になると、಴ᗜにメー࢝ーの⫋ဨはおらず、ጤク఍♫の♫ဨが対応することも多い。

「事業者、ጤク఍♫、フードバンク」の � 者のコ࣑ࣗࢣࢽーションが↹㞧。事業者は経Ⴀトッࣉの

考え方と಴ᗜ・ᗑ⯒現場の考え方にࢠャッࣉが大きいところが㠀ᖖに多い。そのࢠャッࣉを埋める

のがマッチングシステムだともいえる。 

・フードバンクかながわと利用団体との間では᪤存の管理システムが᭷効と感じた。ᅾᗜ管理に 45

コードをῧ付し、45 コードでㄞみ取った情報を、仕分伝⚊、⣡付伝⚊に⮬ື཯ᫎさせて⟽に㈞り付

ける。そして利用団体に配付するまでシステム的に一元管理できている。

䠏䠊฼⏝⪅䛾Ⓩ㘓䛷ឤ䛨䛯䛣䛸

・フードバンクかながわでは、事業者とフードバンクかながわの間のやりとり（寄付品登録）に㔜Ⅼ

を⨨いており、利用団体࡬㐃⤡することはあまりない。（たまに、さばききれない商品が寄付され

たときだけ） 

・利用団体からは、ẖ᭶、ᕼᮃ商品の୰分㢮（お⡿だとか、Ⳬ子だとか）をᕼᮃシートをເり、୰分

㢮にヱ当する商品があれば、それをワめ込ࡴ方ᘧ。㏲一、マッチングをしていない。 

・メール一ᩧ送信をすることがたまにあり、その際はᴦと感じた。

䠐䠊䝅䝇䝔䝮඲⯡䛻ឤ䛨䛯䛣䛸

・全般的には、使えばなんとかなるシステムだと感じた。 

・᭱㏆㜵⅏ഛ⵳品が㠀ᖖにቑえてきている。≉にỈになると、量が多すぎて、利用団体から᩿られる

 。⡿もさばききれないため、ᇸ⋢から⚄ዉᕝにㆡり受けたことがある࢓ースもある。アルフࢣ
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・生༠の㐃ᦠも全国つᶍである。生༠の主せな取引ඛである୕⳻食品や᪥ᮏアクࢭスも全国つᶍ。そ

ことྛᆅᇦ生༠の事業㐃合のᣐⅬからだせるものをリンクさせて、マッチングシステムに஌せるこ

とができないか。 

・マッチングシステムは、┴ᇦでά用するマッチングシステムと、全国つᶍでά用するマッチングシ

ステムの㸰ᮏ❧てがあると良い。全国つᶍのシステムが対応するのは、全国ᒎ開する大手௻業と、

そこからの受取量をㄪᩚすることができる、ྛ㒔㐨ᗓ┴の大手フードバンク。大量でさばききれな

い商品を┴ᇦを㉺えてㄪᩚすることで、さらなる「食品ࣟスの削減」につながるメリットがある。

大手フードバンクの全国つᶍのᶓの㐃ᦠがとれるようになると良い。 

・マッチングシステムを「ษり኎り」できないか。たとえば、௻業とフードバンクの間の寄付品登録

だけのシステム利用に≉໬したもの。཯対に、フードバンクと利用団体との間の引渡登録だけに≉

໬したものなど。 

・マッチングシステムは「ᗈくὸく使う」というイメーࢪが良いと思う。

䠑䠊ཷ㡿ドⓎ⾜ᶵ⬟䛻䛴䛔䛶ឤ䛨䛯䛣䛸

・受領証発行システムは良いと感じた。 

䠒䠊䝯䞊䝹㏦ಙᶵ⬟䛻䛴䛔䛶ឤ䛨䛯䛣䛸

・今回は実験しなかった。 

・フードバンクかながわでは、利用団体からの「ᕼᮃ分㔝」をඛにいただいて、その࢜ーࢲー商品が

「あれば出す。なければないで㏉事する」ということで対応している。マッチングという方ᘧを᥇

用していない。

䠓䠊ᮏ䝅䝇䝔䝮䜢฼⏝䛧䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䛛䠄䜎䛸䜑䠅

【全般】 

・事業者とフードバンクの間の寄付品登録はこれからますます事業者数もቑえてࡺくので、マッチン

グシステムは᭷効だと感じた。いま⣙ 1�000 ♫を対象に᪂たな寄付を࿧びかけようと取り組みを開

ጞしている。 

・෭෾෭ⶶ品に 2022 年度はチャࣞンࢪしようとしている。そのとき、賞味期限内に㎿㏿に商品をさ

ばくためにマッチングシステムがどのように᭷効か、⯆味がある。 

【利用したいと思える場面】 

・全国ネットワーク運用とᆅᇦネットワーク運用の併用が᭷効。 

・全国のネットワークは大手௻業との間で、㠀ᖖに使える。౛えば、一つのシステムを㸯௻業と �0

のྛᆅフードバンクでඹ用する場合。ᮾ໭はいらないが、関すは欲しいという場面がでてくる。 

・ᆅᇦネットワーク運用は、㏆㞄のフードドバンク同ኈで商品を分け合う場合。౛えば、フードバン

クかながわでさばききれなかったὙ๣を、㏆㞄のフードバンクにㆡりたい。その場合、フードバン

クかながわが「寄付者」として登録をして関ᮾ㏆㞄のフードバンクに利用をマッチングする。 

・事業者とフードバンクの間のまとまった寄付品のὶ㏻に、᭷効と感じた。 

【感じられる業務低減効果】 

・メール送信機能は᭷効と感じる。 
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【今後修正して欲しいポイント】 

・-$N コード。࢚クスポート機能。 

【システム利用に関する経費の考え方】  

・現状利用しているシステムにかけるㅖ費用を┦ẅできるなら。 

・಴ᗜでの商品管理（-$N コード管理）が㔜せなので、バーコードリーࢲーと、そのㄞみ取りによる

シール発行のシステムを現ᅾ㔜用している。-$N コードがあり、その࢚クスポート機能があると、

業務負Ⲵ低減の効果も感じられてᑟ入意欲がቑす。 

・全国つᶍ、ᆅ方つᶍ、┴ᇦつᶍなどさまࡊまなパターンで運用がྍ能なので、ランࢽングコストだ

けではなくイࢽシャルコストをᴟ力ᢚえて欲しい。ᑟ入⟠ᡤが┦当多くなることを想定した౯᱁設

定をして欲しい。 
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マッチングシステム実ূ実ݧใࠂ 
報࿌団体：ࡩうどばんくᮾ໭ AGAIN 

【1】 団体のάື状ἣ

㸯�ᅋయྡ

≉定㠀Ⴀ利άືἲ人ࡩうどばんくᮾ໭ $*$IN（あがいん）

㸰�ᅋయఫᡤ

ࠛ��1����1 ᐑᇛ┴ᐩ㇂ᕷ成⏣ ��1�1 

㸱ࣇ�ーࢡࣥࣂࢻάືᖺᩘ

13 年

４．ྲྀᢅいရ┠（ᖖ ࠊ෭෾ࠊ෭ⶶࡢࡑࠊ௚）

⡿・஝㯝・ࣞトルト・インスタント食品・⨁ワ・おⳫ子・ࣗࢪース・コーࣄー・おⲔ・ㄪ味料・食用

Ἔ・ᖖ ಖ存ྍ能な食品（賞味期限 1 か᭶以上のもの）、෭ⶶ食品、෭෾食品

５．㣗ရྲྀᢅ㔞

���27W�2020 年実⦼� 

６．㍺㓄送ᡭẁ（)% （ಶேᏯ㓄送ࠊかࡢ࠺ࡽࡶに᮶てࡾྲྀࠊかࡢࡪ㐠ࡀ

⿕⅏ᆅ࡬の支援が量的につᶍが多く、�：2 のẚ⋡で )% による運ᦙが多い。個人Ꮿ配送も、᪥々数件

～20 件程度⥆いている。

ࡳ⤌ࡾྲྀ࡞௚≉ᚩⓗࡢࡑ．７

フードバンクάືのほかに、コ࣑ࣗࢽテ࢕事業として⮬ら数⟠ᡤで子ども食堂や࢝フ࢙運Ⴀを実᪋。

寄付金ເ㞟方ἲは、ソフトバンク「つながるເ金」や $0$=ON みんなで応援ࣟࣉグラムを利用。 

ಖ管場ᡤを௻業など༠力者に 11 かᡤ↓ൾで೉りているほか、ྛ௻業にᖖ設のフードドライࣈボックス

を � かᡤ設⨨、期間限定設⨨は 20 かᡤ。 

イベント཰入もྵめて寄付金を年間 1�500 万円ᚓている。

㸶．༠ຊ௻ᴗ

ネッࢶトࣚタ（ྛᗑ）・௝ྎター࣑ࢼルࣅル 6�3$L・➨一生࿨・-&I�᪥ᮏ㟷年఍㆟ᡤᮾ໭ᆅ༊༠㆟

఍�・௝ྎ໭㒊ᆅ༊㒑౽局㛗఍・リコーࢪャパンᰴᘧ఍♫・あいコーࣉみやぎ・ओࣘアテック・࣑ライ

フᮾ᪥ᮏ・WVXPLNL�利ᗓ⏫まち・ࡦと・しࡈと๰㐀ステーション）・ࣆンࣆンころりṚࡠまで元気ᮧ

のⓙᵝ・ᐑᇛᏛ㝔ዪ子大Ꮫ・-&I�Ἠ㟷年఍㆟ᡤ�・0IT680OTO &O)EE・ᐑᇛ᫂ἨᏛᅬ・ओᮅ᪥・-$ ྂᕝ

㟷年㒊・ᐑᇛ大Ꮫ・㸡コࣟࢼᕷẸ㐃ᖏ࢙ࢪࣟࣉクト㸾みやぎ・かほく 10� クラࣈ・ᒣ一ᆅᡤ・௝ྎἨ

ࣟータリークラࣈ・トࣚタ⮬ື㌴ᮾ᪥ᮏ・IKE$ ௝ྎ・ㄞ኎᪂⪺・NE;&O ᮾ᪥ᮏ・TOKIN・ᮾி࢚ࣞクト

ࣟンᐑᇛ・Ὕ※㝔・&RQFHSWLRQ・*UHHQ6WDWLRQ・まちづくりスポット௝ྎ・ᐑᇛ┴᭪Ὕ᐀㟷年఍・ࣈ

ルーベリーほග・&DQG\EDVH�FR・みやぎ生༠・�♫⚟�ᮾᯇᓥ⚟♴఍・デイࢧーࣅスࡦかりの㔛・ラࣆ

ス࣑ࢭコンࢲクタ・ओ❧࿴運㍺಴ᗜ・6$6$KI・6EI<8・⮻┿಴ᗜ・ओࣘーワᢏ◊・ओ࣑チࣀク・リコー

インࢲストリーओ・合㈨఍♫ឡ᏾࠵ࡩーࡴ・テ࢚࢕ス工商ओ・ओᵓ㐀ࣉランࢽング・┦⃝ⷧ஭ἲᚊ事

務ᡤ・ྖ〇Ⲕ・ᐩ㇂ࣘネスコ༠఍・I+I・フ࣑࢓リーマート・ओΎỈᘓ設・ᐩ㇂ᕷ・名取ᕷ・௝ྎᕷ・

多㈡ᇛᕷなど 

【2】 実証実験（実᪋᪥、実᪋数量➼）
㸯．ᐇ証ᐇ㦂ࡢᮇ㛫

2021 年 12 ᭶上᪪～12 ᭶下᪪

㸰．ᑐ㇟としたၟရᩘ（ၟရྡ）

・「いつものおみそ汁㉕ἑ ↝きࡡぎ」（�0 個�15�  （ースࢣ

・「おしるこ」（�0 個��5  （ースࢣ

・「� ✀のきのこの㇋ஙスー�0）「ࣉ 個�105   （ースࢣ

・「おṓᬽࣁム」（500J�� ᮏ�10 ⟽）   （全体でパࣞット 20 ᯛ程度） 

㸱．ᑐ㇟とした஦ᴗ⪅（ᥦ౪⪅）ᩘ

・事業者数㸻2 団体

  ͤアࣄࢧグルーࣉ
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  ͤ一般♫団ἲ人全国食支援༠㆟఍（おみそ汁↝きࡡぎ、おしるこ、㇋ஙスーࣉ

４．ᑐ㇟とした利用ᅋయᩘ

・利用団体数㸻5 団体 

   ͤ一般♫団ἲ人チーム⋤ෙ 

   ͤ⨾⏣ᅬ᚟⯆ఫᏯ 

   ͤ᭦生ಖㆤἲ人ᮾ⳹఍ 

   ͤいわࡠまこども食堂ࣉラス 

   ͤみやぎこども食堂ネットワーク（いずれも大つᶍ団体のため、ᮎ➃団体数で �00 団体以上）

【3】  マッチングシステムの使用実感
㸯．ᐤ௜ရ（஦ᴗ⪅）Ⓩ㘓࡛感じたこと

・事業者登録はᮾ໭ $*$IN が代理入力を行った。 

・情報ᥦ౪としては㸯ルートからの寄付品だったが、引渡しᙧែが㐪ったため、システム上は 2 団体

からの登録となった。 

・寄付者（௻業名）の入力は難しくなかった。しかし、㸯回のみの寄付である事業者に対し、その௻

業名をマスターとして入力（登録）しておくことに意味があるのか␲問を感じた。ᥦ౪事業者によ

って、ዎ⣙᭩を定期的に寄付いただく௻業もあれば、ඛにᥦ౪事業者より、「今回のみ」「✺発的

に発生した」として食品ᥦ౪いただく場合がある。 

・寄付品（商品名）の入力は、数್入力の㒊分が↹㞧で難しかった。「ࢣース数」「入り数」「つ

᱁」「数量」「単位」「内ᐜ量」の � 項目。どれがどれなのか、わかりやすいㄝ᫂が欲しかった。 

・ᥦ౪方ἲがࡦとつしか㑅ᢥできないのがᅔった。たとえば「おしるこ」2700 ース入Ⲵしたとしてࢣ

も、そのうち「配送できる」が 1000 ース。「引き取りᕼᮃ」がࢣ 1700 ース。というように分けࢣ

て入力したかった。 

・ᥦ౪方ἲを㑅ᢥする画面では、ࣉル࢘ࢲンではなく、チ࢙ックボックスがよいかもしれない。「引

き取りᕼᮃ」と「配送」の୧方が㑅ᢥできると良かった。

㸰．⟶⌮⪅（ࣇーࢡࣥࣂࢻഃ）ࡢ᧯స࡛感じたこと

・引渡し情報の設定をしたあと、ఱ度も画面をもどっての作業に時間がかかった。入力間㐪いにあと

になって気が付くパターンが多く、引渡し情報を設定したあとに、෌度利用団体グルーࣉを෌⦅㞟

し、෌度引渡し情報を設定することになった。「入力後の間㐪いを修正する」のが面ಽだった。

・௻業側、利用側どちらに࢙࢘イトを⨨いたら良いか。商品を 1 個もあまさず登録㸻ᅾᗜ管理するこ

とよりも、㎿㏿に「マッチング」ń「配付」することが⚾たちには㔜せ。個数のずれは想定内でࡺ

るく考えたい。

・フードバンクにとって᪥ᖖ的に≀㈨のㄪᩚ・引渡し㐃⤡がとても↹㞧。それを手助けしてくれるマ

ッチングシステムに期ᚅしたい。

・᳨⣴機能があったらよかった。管理者として、いろいろな場面で᳨⣴したい局面が多かった。

㸱．利用⪅ࡢⓏ㘓࡛感じたこと

・賞味期間が▷い食品の取ᢅいで、寄付情報ᥦ౪後、３᪥でྛ団体に㐃⤡し、ᕼᮃ数のㄪᩚ、⣡品と

いった、引き渡しまでの᪥数がᑡない᪥程で行ったため、༑分にシステムのㄝ᫂ができなかった。 

・利用者がスマホで操作できるのは良いと思った。 

・ᕼᮃ数入力の๓の᣺り分け機能も༑分には使えなかった。 

・利用団体の多くは高齢者で、᪤存の㐃⤡方ἲは多ᵝだった。「LINE は知っているが、メールアドࣞ

スは知らない。」「メールアドࣞスは知っているが電話␒ྕは知らない」など。多ᵝな㐃⤡方ἲに

対応できるシステムが期ᚅされる。 

・子ども食堂の多くの団体が「LINE はほとんど使えている」という状ἣ。できれば、ᮏシステムが

LINE と㐃ᦠしていれば良いと思った。LINE のチャット機能は、質問対応➼にᰂ㌾に対応できる。

現ᅾ、ᐑᇛこども食堂ネットワークで開発したマッチングシステムは、多くのⅬで利用しづらいも

のがあったが、チャット機能だけは利用者に㠀ᖖに႐ばれた。 

・配付を実行しているẁ㝵で、ᛴに「వったから᪂しい団体に配付した」ということもよくある。マ

ッチングㄪᩚ後の事後入力もできるようになるとᎰしい。 
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・同じ商品でも、「フードバンクが配送するもの」「フードバンクまで取りに来てもらうもの」が同

時に発生するので、それに対応してほしかった。今回の実証実験では、７：３の割合で、「引き取

りにきてもらったのが 7 割」だった。

４．システム全般に感じたこと

・みやぎ子ども食堂ネットワークで KINTONE ベースにシステムを一昨年から開発し、実際に運用して

みた。しかし、対象となる利用団体の子ども食堂主催者は「おじちゃん」「おばちゃん」。そのた

め、引渡登録をして情報をメール送信しても、結局、事務局におじちゃんおばちゃんから電話がか

かってきて「味噌汁がいくつ欲しい」という体たらく。そのうち徐々にシステムの利用者が減って

いった。 

・上記のみやぎのシステムでは、ボタンを工夫して、「発注」ボタンはおばちゃんが手を挙げている

画像を使った。ボタンを絵にすることで、誰でもわかりやすいということをこころがけた。

５．受領証発行機能について感じたこと

・受領証作成の手間を省けるので良いと感じた。

６．メール送信機能について感じたこと

・とても良いと思った。

・メールを受け取る利用団体がパソコンやスマホに不慣れな人も多いので、スマートなメールにして

ほしい。

・チャット機能があると、もっと良いと思った。

７．本システムを利用したいと思いますか（まとめ）
【全般】
・費用負担がなければ、利用したい。2～3 回程度、習熟すれば使いやすいと思う。

またフードバンクでは、主に二つの管理がメインになる。
・食品管理と、支援した団体・個人情報の管理。これらを一元的に管理できる仕組みでないと、片方

だけをこちらで管理するというのは難しいと感じた。

【利用したいと思える場面】
・フードバンクと利用団体・利用個人との間のマッチング
・事業者側の寄付登録は、まとまった分量の時だけで良いので、フードバンクで代理入力してもよい

と思う。

【感じられる業務低減効果】
・寄付が発生するたびに、数多くの利用団体に、商品名や賞味期限を伝え、打診をするのが現状とて

もわずらわしい。  
・利用団体側は担当者が高齢者でシステムに慣れていない方が多く、過去に KINTONE システムを使っ

たときは、寄付のお知らせをメール送信したあとで、結局、フードバンクに電話で申し込んでくる
というパターンが多かった。リアクションもシステム内で完結できるようなスマートなシステムで
あれば、効果は大。事務局の電話対応の件数、時間を逓減できるものであれば。（商品 1件あたり
1 時間以上の業務削減につながる） 

【今後、修正時に加味して欲しいポイント】 
・利用団体登録の「必須項目」は団体名だけにして、他はすべて任意登録にしたい。 
・利用団体が操作する画面は、「欲しい」とかをキャラクターの表情で表現するような、わかりやす

いデザインボタンを埋め込んで欲しい。 
・利用団体が気軽に質問できるように、LINE と組み合わせるなど、「チャット機能」を持たせてほし

い。電話応対をチャット応対に移行するだけでも、業務低減につながる。 
・管理者の操作画面で、「配送」と「引取り」が同時併存できるような設定にして欲しい。

【システム利用に関する経費の考え方】 

・フードバンク側の費用負担は考えにくい。行政の補助金が過去は 200 万円もらえたこともあった
が、今後は 50 万円程度に下がることが想定される。補助金からシステムの運用費用を捻出するの
は想定しづらい。 
国という単位でこれらを後押しする仕組みを作って欲しい。 

・寄付する事業者に「利用料」をお願いするのはありかもしれない。
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マッチングシステム実ূ実ݧใࠂ 

132
ࠚ�࠙ ᅋయのάື≧ἣ 

㸯．ᅋయྡ

132
２．ᅋయఫᡤ

３．フードバンクάືᖺᩘ

��
㸲�ྲྀᢅ࠸ရ┠㸦ᖖ ࠊ෭෾ࠊ෭ⶶࡑࠊの௚㸧

㸳．㣗ရྲྀᢅ㔞

㸴．㓄㏦ᡭẁ

㸵．ࡑの௚≉ᚩⓗࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

㸶．協ຊ௻ᴗ

� � 
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【㻞】 実ド実㦂䠄実᪋᪥䚸実᪋ᩘ㔞➼䠅 

䠍䠊実ド実㦂のᮇ㛫

䠎䠊ᑐ㇟䛸䛧䛯ၟရᩘ䠄ၟရྡ䠅

䠏䠊ᑐ㇟䛸䛧䛯஦ᴗ⪅䠄ᥦ౪⪅䠅ᩘ

䠐䠊ᑐ㇟䛸䛧䛯฼用ᅋయᩘ

【3】  マッチングシステムの使用実感 

䠍䠊ᐤ௜ရ䠄஦ᴗ⪅䠅Ⓩ㘓䛷感䛨䛯䛣䛸

䠎䠊⟶⌮⪅䠄䝣䞊䝗䝞ン䜽ഃ䠅の᧯స䛷感䛨䛯䛣䛸

䠏䠊฼用⪅のⓏ㘓䛷感䛨䛯䛣䛸

䠐䠊システム඲⯡䛻感䛨䛯䛣䛸
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䠑䠊ཷ㡿ドⓎ⾜ᶵ⬟䛻䛴䛔䛶感䛨䛯䛣䛸

䠒䠊䝯䞊䝹㏦ಙᶵ⬟䛻䛴䛔䛶感䛨䛯䛣䛸

䠓䠊ᮏシステム䜢฼用䛧䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䛛䠄䜎䛸䜑䠅
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マッチングシステム実ূ実ݧใࠂ 

ࠚ�࠙ ᅋయのάື≧ἣ 

㸯．ᅋయྡ  

NPO
２．ᅋయఫᡤ 

222-0033 3-18-16
３．フードバンクάືᖺᩘ 

㸲．ྲྀᢅ࠸ရ┠㸦ᖖ ࠊ෭෾ࠊ෭ⶶࡑࠊの௚㸧 

㸳．㣗ရྲྀᢅ㔞 

15.6t(2020 ) 
㸴．㓄㏦ᡭẁ 

㸵．ࡑの௚≉ᚩⓗࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ 

2

㸶．協ຊ௻ᴗ 

JA
NPO

【㻞】  実ド実㦂䠄実᪋᪥䚸実᪋ᩘ㔞➼䠅 

㸯．ᐇドᐇ㦂の期㛫 

２．対㇟ࡋ࡜たၟရᩘ㸦ၟရྡ㸧 
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３．対㇟ࡋ࡜た஦ᴗ⪅㸦ᥦ౪⪅㸧ᩘ 

㸲．対㇟ࡋ࡜た฼⏝ᅋయᩘ 

【3】  マッチングシステムの使用実感 

㸯．ᐤ௜ရ㸦஦ᴗ⪅㸧Ⓩ㘓࡛ឤࡌた࡜ࡇ

２．⟶⌮⪅㸦フードバンクഃ㸧の᧯స࡛ឤࡌた࡜ࡇ

３．฼⏝⪅のⓏ㘓࡛ឤࡌた࡜ࡇ
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㸲．システム඲⯡にឤࡌた࡜ࡇ

㸳．ཷ㡿ドⓎ⾜ᶵ⬟に࡚࠸ࡘឤࡌた࡜ࡇ

㸴．࣓ーࣝ㏦ಙᶵ⬟に࡚࠸ࡘឤࡌた࡜ࡇ

㸵．本システムࢆ฼⏝ࡋた࡜࠸ᛮࡲ࠸すか㸦ࡵ࡜ࡲ㸧
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